
生鮮食料品価格・販売動向調査の民間開放について（案）

平成19年11月26日

農林水産省統計部

【民間競争入札とする理由】

・ 農林水産統計調査については、公務員総人件費改革の取組の一環としても民間開

放を推進することとしており、民間事業者を活用できる業務については、可能な限

り活用していきたいと考えている。そのため、民間事業者が受託可能と判断した統

計調査業務については、民間競争入札を実施するものである。

【入札の対象範囲】

・ 「生鮮食料品価格・販売動向調査」の民間事業者を活用する業務の範囲は、調査

対象の選定、調査員の確保・指導、調査関係用品の印刷、調査票の配付・回収・受

付、督促、照会対応、個票審査、集計、統計表の作成とする （別紙参照）。

・ なお、これらの統計調査業務のうち、国の政策立案と直結する調査内容の変更等

調査の企画業務、調査結果の検証、また、統計の質の維持・向上を図るために必要

な民間業者への指導・監督などのモニタリング業務、事業内容に対する評価・改善

業務等については、国が行うべき業務として実施する予定。

【入札等の実施予定時期】

・ 平成20年７月を目途に入札公告を行い、平成20年11月から落札者による事業を実

施する予定。

【契約期間】

・ 民間事業者が、その創意工夫をいかして質の維持向上や経費節減を実現する観点

20 11から 複数年契約で実施することが望ましいと考えており 契約期間は平成 年、 、

23 21 22 12月から平成 年２月までの２年４か月間とする （平成 年１月から平成 年。

月までの２年分を実査）



別紙１
生鮮食料品価格・販売動向調査の流れ図（従来の実施方法）

調査客体

調査票の記入・提出

調査期日：原則、毎月12日を含む週の木曜日

（前年11～12月）

・調査客体の選定
・調査客体への協
　力依頼
（前年12～1月上旬）

・調査関係用品の
　配付

（前年11～12月）
・調査関係用品の
　印刷

・ 調査客
体からの
問い合わ
せ、苦情
等の対応

母集団リストの
作成及び調査票
等の原稿作成

調査分析
結果公表

・ 未回収
調査客体
に対する
督促

（回答）（照会） （電話督促）

回収(郵送)

全体の流れ

・調査票の回収
・回収状況の確
認

報告

（4､7､10､翌年１月）

・公表資料（第１報）
の編集

（翌年５～６月）

・公表資料（報告
書）の編集

・集計データ
チェック

調査客体
　・百貨店・総合スーパー
　・各種食料品小売業(従業者10人以上)
　・野菜・果実小売業(従業者5人以上)
　これらのうち、セルフサービス店を営み、ＰＯＳ
システムを導入する事業所

調査客体数：　130事業所

（4､7､10､翌年１月）

・調査票の審査
（4､7､10､翌年１月）

・調査票の電子化

（4､7､10､翌年１月）

・公表資料（第１報
結果表ファイル）の
作成

（翌年２月）

・公表資料（報告
書統計表ファイ
ル）の作成

・個票データ
チェック

農林水産省(本省)

農林水産省(本省)

・集計データ
チェック

農林水産省（統計・情報センター）

配付

調査票の回収は四半期ごと

統計調査員

農林水産省
（統計・情報
センター）

・調査員の
確保・指導

※２

※２　調査票の回収期日
　１～３月分：３月末、４～６月分：６月末、７～９
　月分：９月末、10～12月分：12月末

・ 調査客
体への調
査対象
日、提出
期限の確
認

（確認）

（照会）

※１

※１　調査客体の協力に対して１年間の調査終
　　　了後、謝金を支払っている。



別紙２
生鮮食料品価格・販売動向調査の流れ図（平成21・22年の実施方法）

調査客体

調査票の記入・提出

調査期日：原則、毎月12日を含む週の木曜日

（前年11～12月）
・調査関係用品の
　印刷

・調査客体
からの問
い合わせ、
苦情等の
対応

母集団リストの
作成及び調査票
等の原稿作成

調査分析
結果公表

・未回収調
査客体に
対する督
促

（回答）（照会） （督促）

回収

全体の流れ

・調査票の回収
・回収状況の確認

（4､7､10､翌年１月）
・公表資料（第１報）
の編集

（翌年５～６月）
・公表資料（報告
書）の編集

・集計データ
チェック

（4､7､10､翌年１月）

・調査票の審査
（4､7､10､翌年１月）

・調査票の電子化

（4､7､10､翌年１月）

・公表資料（第１報
結果表ファイル）の
作成

（翌年２月）
・公表資料（報告
書統計表ファイ
ル）の作成

・個票データ
チェック

農林水産省(本省)

農林水産省(本省)

送付

・集計データ
チェック

民間委託の対象範囲

提出

提出

配付

調査客体
　・百貨店・総合スーパー
　・各種食料品小売業(従業者10人以上)
　・野菜・果実小売業(従業者5人以上)
　これらのうち、セルフサービス店を営み、ＰＯＳ
システムを導入する事業所

調査客体数：　130事業所

※１　調査客体に対して１年間の調査終了後、
　　　謝礼として謝金又は報奨品を支給する。

※２　調査票の回収期日
　１～３月分：３月末、４～６月分：６月末、７～９
　月分：９月末、10～12月分：12月末調査票の回収は四半期ごと※２

※１

（前年11～12月）

・調査客体の選定
・調査客体への協
　力依頼
（前年12～1月上旬）

・調査関係用品の
　配付

・ 調査客
体への調
査対象
日、提出
期限の確
認

（確認） （照会）



生鮮食料品価格・販売動向調査の概要

１ 調査の概要

、 （ 、 ）、生鮮野菜の小売段階における国産標準品 高付加価値品 有機栽培品 特別栽培品

輸入品別の価格及び販売数量の動向を把握することにより、国内農業を振興するため

の各種施策に必要な基礎資料を得ることを目的として実施している。

２ 調査の期日

原則として毎月 日を含む週の木曜日12
調査は３月、６月、９月、 月の四半期毎に実施12

３ 調査の事項

生鮮野菜 品目について、国産品（国産標準品、有機栽培品、特別栽培品）及び21
輸入品別に、調査対象日１日間の販売数量、販売金額を調査

４ 調査対象

主要 都市に所在する生鮮野菜を取り扱っている「百貨店・総合スーパー 「各15 」、

種食料品小売業で従業者 人以上」及び「野菜・果実小売業で従業者５人以上」の10
セルフサービス店を営む事業所のうち、 システムを導入している店舗POS

５ 調査対象数

店舗130

６ 調査方法

調査員による調査票の配付・郵送回収

７ 調査の実施経路

農林水産省－統計・情報センター－統計調査員－報告者

８ 予算額

千円（平成 年度）9,653 19



農林水産省 秘

: : : : : : : : : : : : : : : : : : :

《記入上の注意事項》
・　記載は、１文字１枠で記入してください。
・　この調査票は、直接機械で読みとりますので、汚したりしないでください。
　　また、数字の記入に当たっては裏面の記入見本を参考にして、黒い鉛筆を使用し、
　間違えた場合は消しゴムできれいに消してください。
・　調査対象日は毎月12日を含む週の木曜日（定休日の場合は金曜日）です。
　　ただし品目ごとにこの日が特売日である場合は、12日を含む週のうち、

①　特売品目のみを、その品目が平常の価格である日に調査する
②　全品目が平常の価格である日がある場合には、その日に全品目を調査する
　など、店舗で実際に販売する平常の価格をご記入ください。

・　国産標準品、有機栽培品など、それぞれの区分毎に、各品目別に１日の販売数量、
　販売金額を記入してください。
・　　　（網掛け）部分には、記入する必要はありません。

　ご記入いただいた内容について、照会させていただく場合がございますので、
　連絡先のご記入をお願いします。

：

： （ ）

農政局 農政事務所

統計・情報センター

：

： （ ）

：

調査及び調査票の記入に当たって、ご不明な点等がありましたら、ご連絡ください。

総 務 省 承 認 №26675 
調 査 年 月

指 標 コ ー ド 欄

承 認 期 限 平成21年１月31日まで 都道府県 市区町村 調 査 区 事 業 所

電 話 番 号

調査員氏名

  　   生鮮食料品価格・販売動向調査票         

担 当 部 署
又は担当者名

電 話 番 号

担当者氏名

問い合わせ先

　この調査は、農林水産省が、統計報告調整法第４条第１項の規定に基づき総務大臣の承
認を受けた承認統計として実施するものです。
ままた、この調査票は秘密扱いとし、課税など統計以外の目的に使うことは絶対にありま
せんので、ありのままをご記入くださるようお願いします。

2 0 0



記入見本 : : : : : : : : : :

国 産 品

1 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
2 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : ．: : : : : : :
3 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : ．: : : : : : :
4 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
5 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
6 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
7 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : ．: : : : : : :
8 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
9 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
10 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
11 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : ．: : : : : : :
12 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
13 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
14 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : ．: : : : : : :
15 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
16 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :
17 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : ．: : : : : : :
18 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : ．: : : : : : :
19 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : ．: : : : : : :
20 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : : : : : ．: : : : : : :
21 : : : ．: : : : : : : : : : : ．: : : : : : :

注：１　数量の把握が困難な場合は、以下の例を参考にして数量欄に記入して下さい。

①販売単位毎のおおよその重量と販売個数（500g × 100個 ÷ 1,000g）

②１本当たりのおおよその重量と１本当たりに換算した販売本数（１㎏ × 50本）

  　　   ２　有機栽培品、特別栽培品については、売上実績での区分（換算、価格からの類推等を含む）が可能な場合に記入してください。

ば れ い し ょ

な す

ト マ ト

ミ ニ ト マ ト

ピ ー マ ン

ブ ロ ッ コ リ ー

レ タ ス

に ん じ ん

ご ぼ う

品　　　目

だ い こ ん

き ゅ う り

か ぼ ち ゃ

は く さ い

キ ャ ベ ツ

ほ う れ ん そ う

ね ぎ

生 し い た け

さ と い も

た ま ね ぎ

に ん に く

し ょ う が

入力方向

輸 入 品

販売数量（kg）

有 機 栽 培 品 特 別 栽 培 品

販売数量（kg） 販売金額（円）販売金額（円） 販売数量（kg） 販売金額（円） 販売金額（円）

国 産 標 準 品

販売数量（kg）

１０２５ 1 2 3 4 5 6 7 8 90


